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栗
東
市
高
野
に
新
た
に
建
設
し
た
栗

東
市
立
学
校
給
食
共
同
調
理
場
が
完
成

し
ま
し
た
。
学
校
給
食
提
供
の
拠
点
を

栗
東
市
川
辺
か
ら
新
施
設
に
移
し
て
、

９
月
か
ら
施
設
の
運
営
を
開
始
し
ま
す
。

　

９
月
か
ら
の
運
営
開
始
を
機
に
、
市

内
の
９
小
学
校
、
６
園
の
保
育
園
・
幼

稚
園
・
幼
児
園
に
加
え
、
平
成
21
年
度

か
ら
停
止
し
て
い
た
市
内
３
中
学
校
へ

の
学
校
給
食
の
提
供
を
再
開
し
ま
す
。

　

新
し
い
施
設
は
、
安
全
で
安
心
な
給

食
の
実
施
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

お
い
し
い
給
食
を
効
率
的
・
安
定
的
に

提
供
す
る
こ
と
以
外
に
も
、
学
校
給
食

を
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用
し
な
が
ら

食
育
を
推
進
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て

整
備
し
て
い
ま
す
。
調
理
場
の
見
学
ス

ペ
ー
ス
も
設
け
て
い
ま
す
。

■
施
設
の
特
徴

・
設
定
食
数
は
、
８
０
０
０
食
／
日

で
す
。

・
調
理
場
は
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基

準
に
適
合
し
た
、
床
を
乾
い
た
状
態

に
保
つ
こ
と
に
よ
り
、
湿
度
の
上
昇

を
抑
え
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌

の
増
殖
を
防
ぎ
、
衛
生
効
果
と
作
業

効
率
も
高
め
る
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
方

式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

・
調
理
場
へ
の
異
物
混
入
防
止
の
た
め

の
エ
ア
ー
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
機
器
や

調
理
場
に
適
し
た
衛
生
環
境
を
保
持

す
る
た
め
の
設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。

・
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
で
き
る
専

用
調
理
室
が
あ
り
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
（
乳
・
卵
）
除
去
食
の
提
供
を

行
い
ま
す
。

・
炊
飯
設
備
が
あ
り
、
調
理
場
で
炊
い

た
温
か
い
米
飯
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

問
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

☎
552-

０
０
０
１ 　

552-

８
４
１
３

FAX

新
し
い
学
校
給
食
共
同
調
理
場
が
完
成 

  

９
月
か
ら
運
用
開
始
・
中
学
校
給
食
再
開

■施設の概要
【建物の構造】鉄骨造２階建

（耐火・耐震構造）
【敷地面積】9,420・69 ㎡
【延床面積】4,248・34 ㎡

（駐輪場 16 ㎡含む）
【給食供給体制】㈱東テスティ

パルに調理委託を実施（配
送業務含む）

【炊飯設備】調理場で炊いた温かい米飯（栗東産米）を子どもたちのもとへ

子 ど も た ち の
食育を推進

安全で
安心な
給食を
提供
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８月診療分から高額療養費の区分と上限額が変更に

　同月内の医療費が高額となり、
自己負担限度額を超えた場合、申
請すると、限度額を超過した分が
支給される制度です。

高額療養費とは

問後期高齢者医療に関すること…
・保険年金課 高齢者医療係
　　☎551-0361　 FAX 553-0250
・国民健康保険に関すること…
　保険年金課 国民健康保険係
　　☎551-1807　 FAX 553-0250

所得区分 外来（個人） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み 57,600円
80,100円＋（総医療費－267,000円）
× 1％　　（多数回 44,000 円 ※ 1）

一般 14,000円
（年間上限144,000円）

57,600円
（多数回 44,400 円 ※ 1）

住民税
非課税

区分Ⅱ ※２ 8,000円
24,600円

区分Ⅰ ※２ 15,000円

所得区分 外来（個人） 外来＋入院（世帯単位）

現役
並み

住民税課税所得
690万円以上

252,600 円＋（総医療費－ 842,000 円）×1％
（多数回 140,100 円 ※１）

住民税課税所得
380万円以上 ※２

167,400 円＋（総医療費－ 558,000 円）×1％
（多数回 93,000 円 ※１）

住民税課税所得
145万円以上 ※2 

80,100 円＋（総医療費－ 267,000 円）×1％
（多数回 44,400 円 ※１）

一般 18,000円
（年間上限144,000円）

57,600円
（多数回44,400円 ※１）

住民税
非課税

区分Ⅱ ※2
8,000円

24,600円
区分Ⅰ ※２ 15,000円

※ 1　年４回以上、高額療養費を　　
　受けた場合の自己負担限度額

　 平成30年７月診療分まで

 後期高齢者医療の被保険者・国民健康保険の被保険者（70～74歳）

　 平成30年８月診療分から
※ 2　申請により、限度額適用
　認定証（または限度額適用・
　標準負担額減額認定証）を発
　行できます。

変更内容

設置場所 投入口の大きさ

市役所、図書館、
西図書館

約 28 ㎝×
17.5 ㎝

環境センター、コミ
ュニティセンター

（葉山・治田・治田西・
大宝・大宝西・金勝）

約 25 ㎝×
10 ㎝

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

小
型
家
電
を
ご
み
集
積
場
に
出
す
に

は
、
有
料
の
指
定
袋
や
指
定
の
ご
み
シ

ー
ル
が
必
要
で
す
が
、「
集
団
回
収
」「
ボ

ッ
ク
ス
回
収
」
で
は
無
料
で
小
型
家
電

を
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

資
源
の
有
効
利
用
と
環
境
汚
染
防
止

の
た
め
、
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 

集
団
回
収

　

平
成
29
年
度
は
９
月
と
２
月
に
な
ご

や
か
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
会
場
と
し
て

生
活
環
境
保
全
推
進
員
の
協
力
を
得
て

実
施
し
ま
し
た
。
約
６
０
０
人
の
利
用

が
あ
り
、
約
14
ト
ン
の
小
型
家
電
を
回

収
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
も
同
様
の
時
期
に
年
間
２

回
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
回
収
ボ

ッ
ク
ス
に
入
ら
な
い
大
き
な
サ
イ
ズ
の
家

電
も
回
収
し
ま
す
。
詳
細
は
、
今
後
の
広

報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
申
込
不
要
で
す
の
で
、
当
日

直
接
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課 

生
活
環
境
係

  

☎
551-

０
３
４
１ 　

554-

１
１
２
３

FAX

■
平
成
30
年
度
第
１
回
目
の
集
団
回
収　

・
日
時
…
９
月
24
日
（
月
・
休
日
）

　
　
　
　
９
時
～
11
時
30
分

・
場
所
…
な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー
（
総
合

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
）
駐
車
場

 

ボ
ッ
ク
ス
回
収

　

小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
市
内
10

か
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
手
の
ひ
ら

サ
イ
ズ
の
小
型
家
電
は
こ
ち
ら
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※開庁時間内、開館時間内に利用できます。
※環境センターは、月・火・金曜日 13 時～ 16 時

30 分に限ります（祝祭日・年末年始除く）。

昨年の集団回収

市役所玄関の
回収ボックス
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「輝く明日へ」
人権シリーズ④

～ 

自
分
が
好
き  

友
だ
ち
が
好
き
な
子
ど
も
の
育
成 

～

豊
か
な
人
権
感
覚
の
育
み
は
０
歳
か
ら

　

豊
か
な
人
権
感
覚
を

　
　
　
　
　
　

育
む
に
は

　　

市
内
の
園
で
は
０
歳
児
か
ら
５
歳
児

ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
集
団
生
活
を
し

て
い
ま
す
。
家
族
以
外
の
人
と
初
め
て

関
わ
っ
て
生
活
を
す
る
園
で
は
、「
人
と

か
か
わ
る
温
か
さ
・
楽
し
さ
」
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
保
育
を
し
て
い
ま
す
。 

　

年
齢
が
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
、
自
分

の
欲
求
や
要
求
を
受
け
止
め
て
も
ら
っ

て
、
大
人
と
の
愛
着
関
係
を
築
い
て
い

き
ま
す
。
優
し
く
・
温
か
く
・
深
い
い

つ
く
し
み
の
あ
る
受
け
止
め
を
、
言
葉

だ
け
で
な
く
温
か
な
ま
な
ざ
し
や
、
仕

草
な
ど
を
と
お
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は

肌
で
感
じ
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
大
人
へ
の
信
頼
感
が

生
ま
れ
、
自
信
や
自
己
肯
定
感
に
つ
な

が
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
の
人
権
感
覚
の
核
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
保
護
者
を
は
じ
め
子

ど
も
た
ち
に
か
か
わ
る
周
り
の
大
人
か

ら
大
事
に
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
体
験
や
、

友
だ
ち
と
の
豊
か
な
か
か
わ
り
な
ど
を

と
お
し
て
大
き
く
育
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

友
だ
ち
を
思
い
や
る

　
　

         
エ
ピ
ソ
ー
ド

　　

あ
る
日
の
朝
の
こ
と
で
す
。
０
歳
児

の
Ａ
ち
ゃ
ん
が
、
保
護
者
か
ら
離
れ
た

直
後
に
保
育
者
に
抱
っ
こ
さ
れ
て
大
き

な
声
で
泣
い
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

２
歳
児
の
Ｂ
ち
ゃ
ん
が
「
Ａ
ち
ゃ
ん
は

お
母
さ
ん
と
離
れ
た
か
ら
泣
い
て
は
ん

ね
ん
で
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ｂ
ち
ゃ
ん
は
、
泣
い
て
い
る
友
だ
ち

の
心
情
を
思
い
や
り
、
ま
た
、
心
配
そ

う
に
見
て
い
る
職
員
に
教
え
よ
う
と
思

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
だ
ま
だ
幼
い
乳

児
期
の
子
ど
も
で
す
が
、
他
者
の
気
持

ち
に
思
い
を
馳
せ
る
Ｂ
ち
ゃ
ん
の
言
葉

に
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
Ｂ
ち
ゃ
ん

が
愛
情
た
っ
ぷ
り
に
育
ま
れ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
友
だ
ち
の
思
い
に
気
づ
く
力

が
育
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

 

人
権
感
覚
を
育
む

　
　
　

園
で
の
取
り
組
み

　
「
女
の
子
だ
か
ら
赤
色
」「
男
の
子

だ
か
ら
泣
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
こ
の

言
葉
を
聞
い
て
あ
な
た
な
ら
ど
う
思
い

ま
す
か
。

　

性
別
や
生
ま
れ
た
場
所
な
ど
で
は
な

く
、
人
は
誰
し
も
あ
り
の
ま
ま
の
自
分

を
受
け
止
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
も

の
で
す
。
し
か
し
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿

で
は
な
く
、
自
分
の
価
値
観
や
思
い
込

み
で
決
め
つ
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
が「
差
別
」に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
人
権
感
覚
は
、
周
り
の
大

人
の
人
権
感
覚
を
土
に
沁
み
こ
む
水
の

よ
う
に
た
く
わ
え
育
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
感
覚
の
豊
か
さ
は
、
大

人
の
人
権
感
覚
の
豊
か
さ
と
言
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
園
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
か

か
わ
る
園
の
職
員
や
保
護
者
の
人
権
意

識
の
向
上
を
目
指
し
て
、
繰
り
返
し
人

権
・
同
和
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
人
権
感
覚
を
も
っ
た
子
ど
も

の
育
成
が
、
差
別
の
な
い
誰
も
が
安
心

し
て
住
め
る
社
会
に
つ
な
が
る
と
思

い
、
日
々
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
っ
て

い
ま
す
。

問
幼
児
課 

保
育
指
導
係

  

☎
551- 

０
４
２
４ 　

551-

０
１
４
９

FAX

人とかかわる温かさ・楽しさが感じられ
るような保育

友だちとの豊かなかかわりが、友だちを
思いやる心につながります

参観で、保護者が積極的に子どもと一緒
に活動しています
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■
改
正
の
経
緯　

　
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
」、「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
で
、
個
人

情
報
の
定
義
の
明
確
化
、
要
配
慮
個
人

情
報
の
取
扱
い
な
ど
に
関
し
て
改
正
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
、
こ
れ
ら
の
法
改
正
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
個
人
情
報
の
適
切
な
取

扱
い
を
確
保
す
る
た
め
、
個
人
情
報
の

定
義
の
明
確
化
、
要
配
慮
個
人
情
報
の

取
扱
い
に
関
し
て
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
改
正
を
行
い
、
公
布
の
日
（
平

成
30
年
３
月
23
日
）
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

■
改
正
の
内
容

①
個
人
情
報
の
定
義
の
明
確
化

　
　
「
個
人
識
別
符
号
」
が
含
ま
れ
る

も
の
も
個
人
情
報
で
あ
る
と
明
確
に

し
ま
し
た
。

※
個
人
識
別
符
号
と
は

◦
個
人
の
体
の
特
徴
を
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
デ
ー
タ
に
変
換
し
た
も
の
（
Ｄ
Ｎ

Ａ
、
顔
、
虹こ

う

彩さ
い

、
声
紋
、
歩
行
の
様

態
、
手
指
の
静
脈
、
指
紋
・
掌
紋
を

パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
使
え
る
よ
う
に
デ

ー
タ
化
し
た
も
の
）

◦
人
に
よ
っ
て
異
な
る
記
号
番
号

　
（
旅
券
番
号
、
基
礎
年
金
番
号
、
免

許
証
番
号
、
住
民
票
コ
ー
ド
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
、
各
種
保
険
証
の
被
保
険

者
番
号
な
ど
）

②
要
配
慮
個
人
情
報
の
取
扱
い

　
　

本
人
に
対
し
て
不
当
な
差
別
、
偏

見
が
生
じ
な
い
よ
う
特
に
配
慮
を
要

す
る
情
報
を
「
要
配
慮
個
人
情
報
」

と
し
て
定
義
を
定
め
、
次
の
場
合
を

除
き
、
要
配
慮
個
人
情
報
を
取
得
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

◦
法
令
ま
た
は
条
例
な
ど
の
規
定
に
基

づ
く
と
き

◦
個
人
の
権
利
利
益
を
不
当
に
侵
害
す

る
お
そ
れ
が
な
く
、
個
人
情
報
を
取

り
扱
う
事
務
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き

※
要
配
慮
個
人
情
報
と
は

◦
人
種

◦
信
条
（
思
想
、
信
仰
、
宗
教
を
含
む
）

◦
社
会
的
身
分

◦
病
歴　

◦
犯
歴　

◦
犯
罪
被
害
情
報

◦
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害

な
ど
が
あ
る
こ
と

◦
健
康
診
断
そ
の
他
の
検
査
の
結
果

◦
保
健
指
導
、
診
療
、
調
剤
情
報

栗
東
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
改
正

問
総
務
課 

情
報
公
開
係

  

☎
551- 

０
１
０
３ 　

554-

１
１
２
３

FAX

空
家
等
対
策
計
画
っ
て
何
？

■
空
家
等
対
策
計
画
を
策
定
し
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
30
年
10
月
、「（
仮
称
）

栗
東
市
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
今
後
、
空
家

等
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

し
ま
す
。

■
計
画
概
要

◦
計
画
期
間
…
平
成
30
年
度
か
ら
36
年

度
ま
で
の
7
年
間
（
平
成
36
年
度
以

降
も
計
画
を
継
続
し
ま
す
）

　

た
だ
し
、
社
会
情
勢
な
ど
を
見
据
え
適

宜
、
計
画
の
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

◦
対
象
区
域
…
市
内
全
域

◦
対
象
と
す
る
空
家
な
ど
…
お
お
む
ね

半
年
以
上
使
わ
れ
て
い
な
い
建
物

（
共
同
住
宅
、
長
屋
を
除
い
た
住
む

た
め
の
建
物
）
ま
た
は
附
属
工
作
物

と
そ
の
敷
地
を
言
い
ま
す
。

■
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◦
そ
の
１
…
栗
東
市
版
の
空
家
バ
ン
ク

を
つ
く
り
ま
す

◦
そ
の
２
… 

空
家
利
活
用
モ
デ
ル
事

業
を
実
施
し
ま
す

◦
そ
の
３
… 

「
管
理
不
全
空
家
の
解

消
」
に
取
組
み
ま
す

　

重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
次

回
以
降
の
広
報
で
詳
細
を
紹
介
し
ま
す
。

問
住
宅
課 

住
宅
係

☎
551- 

０
３
４
７　

552 - 

７
０
０
０

FAX

空家等
対 策
シリーズ
第 2 弾
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農
業
用
水
路
に
粗
大
ご
み
や

家
庭
ご
み
な
ど
が
多
く
捨
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ご
み
が
原

因
で
水
路
が
詰
ま
っ
た
り
水
が

あ
ふ
れ
た
り
し
て
、
市
民
に
迷

惑
を
か
け
る
事
態
が
起
き
て
い

ま
す
。
農
業
用
水
路
に
ゴ
ミ
を

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
水
路
周
辺
で
草
刈
り

を
し
た
と
き
は
、
刈
っ
た
草
を

水
路
へ
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
刈
草
で
水
路
が
詰
ま
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

台
風
や
大
雨
で
用
水
路
に
多

く
の
水
が
流
れ
る
時
期
が
続
き

ま
す
が
、
水
路
に
近
づ
く
と
大

変
危
険
で
す
。
特
に
大
き
な
水

路
や
水
量
の
多
い
水
路
に
は
近

づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
メ
ー
ル
で
防
災
・
防
犯
情
報

を
配
信

　

市
で
は
、
防
犯
情
報
や
防
災

行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

放
送
し
て
い
る
防
災
情
報
な
ど

を
メ
ー
ル
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

配
信
す
る
情
報
は
、
①
防
犯

情
報
（
不
審
者
情
報
な
ど
）
②

気
象
警
報
（
大
雨
な
ど
の
気
象

警
報
）
③
土
砂
災
害
警
戒
情
報

④
竜
巻
注
意
情
報
⑤
震
度
情
報

（
地
震
発
生
後
の
震
度
情
報
）
⑥

国
民
保
護
情
報
（
ミ
サ
イ
ル
攻

撃
情
報
な
ど
）
で
す
。

<

登
録
方
法>

◦
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら

上
記
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル

を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
登
録
案
内
メ
ー
ル
が
届
き
ま

す
の
で
、
画
面
の
案
内
に
従

い
、
登
録
く
だ
さ
い
。

■
音
声
自
動
応
答
サ
ー
ビ
ス

☎
０
１
２
０-

０
３
１
８
９
９

　
（
ぼ
お
さ
い
は
こ
こ
）

　

防
災
行
政
無
線
で
放
送
さ
れ

た
内
容
が
よ
く
聞
こ
え
な
か
っ

た
場
合
や
放
送
内
容
を
確
認
し

た
い
時
に
、
電
話
確
認
が
で
き

ま
す
。

農業用水路にごみを捨てない・水路に近づかない

防災・防犯情報を配信しています

問
野
洲
川
土
地
改
良
区

  

☎
０
７
４
８-

62-

１
１
５
4

農
林
課 

土
地
改
良
係

  

☎
551-

０
１
２
５

　
　
551-

０
１
４
８

問
危
機
管
理
課 

  

☎
551-

０
１
０
９

 　

518-

９
８
３
３

FAX

FAX

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
に
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、「
災
害
時
避
難
行
動
要
支

援
者
登
録
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
時
や
災
害
発
生
の
恐

れ
が
あ
る
と
き
、在
宅
で
生
活
し
て
い
る
、

支
援
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

に
対
す
る
安
否
の
確
認
や
避
難
の
手
助
け

が
、
地
域
の
中
で
速
や
か
に
安
全
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
、
支
援
を
要
す
る
人
に
同
意

の
う
え
登
録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
登
録
方
法
…
所
定
の
申
請
書
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
社
会
福

祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

☎
551- 

０
１
１
８　

553 - 

３
６
７
８

FAX

◦災害時避難行動
　要支援者制度とは

　高齢者や障がい者など
が安心して暮らせる地
域づくりを目的に、災
害時の避難支援を迅速
かつ円滑に行うための
登録制度です。

※災害時の支援を確約す
るものではありません。

◦個人情報の
　取り扱い

避難行動要支援
者名簿の提供を
受けた支援者な
ど に 対 し て は、
災害対策基本法
などにより、守
秘義務が課せら
れています。

地域支援者、自治会、
自主防災組織、民生委員・
児童委員、社会福祉協議会、
警察署、消防署

◦登録の対象となる人（在宅の人）

① 75 歳以上でひとり暮らしの高
齢者、または高齢者のみの世帯

②介護保険の要介護１以上
③身体障害者手帳１・２級
④療育手帳Ａ１・Ａ２
⑤精神障害者保健福祉手帳１・２級
⑥難病
⑦災害時に自ら避難することが

困難で、支援を要する人

災害時に支援が受けやすくなります

市役所（社会福祉課）

同意・申請

台帳登録
プラン作成

同意した人の
情報の提供

（台帳・プラン）

災害時
避難行動の支援など１

２

５

３

平常時
・声かけ、見守り
・避難訓練　など
４避難行動要支援者

水
路
に
捨
て
ら
れ

た
原
付
バ
イ
ク（
上
）

と
ポ
ン
プ
施
設
に

集
ま
っ
た
ご
み

entry@city-ritto.jp
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～栗東市子育てのための12か条＜人との接し方５か条＞～

子 育 て 情 報
～子どもの好き嫌い克服方法～

    今回は 1 ～ 3 歳くらいの幼児の好き嫌い克服
方法をお伝えします。
　どんな子でも成長の過程で好き嫌いが出てきます。
また、乳幼児期の子どもは新しい食べ物より、食
べ慣れた味を好む傾向があるので、いわゆる「ばっ
かり食べ」も多くの子どもに見られます。
　1 歳児では、苦手な食べ物をおなかが空いてい
る最初に食べさせ、その後子どもが好む物をあげ
ると、比較的よく食べてくれます。
　2 歳頃になると、おなかが空いている時にあげ
ても食べない場合が多くなります。苦手な食べ物
は少量を用意して、一口でも食べられたら「すご
いね！」とほめたり、食べなくても大人が「食べ
てもいい？あ～おいしい！」とおいしそうに食べ
ることで興味を持たせます。もし口にしなくても、
あまり強要はしないようにしましょう。無理に食
べさせようとするとその食べ物をより嫌いになっ
てしまうことがあるからです。また、食べ物の形
や大きさを変えたり、調理法や味付けを変えたり
するだけで食べてくれることもあるので、工夫し
てみるのもよいでしょう。
　子どもがさまざまな食材を味わえるようになる
には時間がかかります。苦手なものでも月に１回
程度でも食卓に出すことで、いつか口にしてくれ
るときがきます。
　また、一時期は好き嫌いがあっても毎日楽しい
食卓を囲んでいれば食べられるようになります。
苦手を克服することばかりにこだわらず、子ども
の好きなものをたくさん用意した食事を一緒に楽
しんだり、全部食べ切れたら「お皿ピッカピカだ
ね！」と話しかけたりするなど大人も一緒に食事
を楽しみましょう。
　最後に、子どもは親の食べる食事を見て育ち
ます。栄養バランスのよい
健康的な食べ物に慣れ、好
きになってもらうためにも、
親である自分たちの食生活
を見直すことが大切です。

問環境政策課 環境政策係
　☎ 551-0336　 FAX 554-1123

問健康増進課 母子保健係
　☎ 554-6100　 FAX 554-6101

　会社や個人で工場や商店などを経営され
ている人や、駐車場やアパートなどを貸し
付けている人がその事業のために用いる資
産（構築物・機械・器具・備品など）は、
償却資産に該当し、土地・家屋と同様に固
定資産税が課税されます。
　太陽光発電設備（家屋と一体の屋根材と
して設置しているものを除く）についても
会社や個人事業主が所有する場合や、個人
の所有であっても発電出力が10ｋｗ以上で
売電する場合は、事業用の資産に該当し、
地方税法に基づく償却資産の申告が必要と
なります。
　なお、申告にあたっては、課税標準額が
一定期間減額される場合がありますので、
詳しくは市ホームページなどでご確認くだ
さい。

太陽光発電設備に関連する
固定資産税（償却資産）の申告

問税務課 資産税係　
　☎ 551-0105　 FAX 551-2010

～油流出事故に注意～
事業所や家庭から河川や水路に油が流れ

出す事故が、昨年度は 10 件、本年度は４件
発生しています (6 月末現在）。

原因は、不注意による流出や車両の事故
などさまざまで、流出した油は、火災の危険
性があるほか、環境の汚染や農作物の生育に
影響を及ぼします。

また、油の回収は大変困難で、多くの時
間と労力と費用が必要となり、回収費用はす
べて原因者の負担となります。

市民・事業者の皆さんは、事故の未然防
止に努めていただくとともに、油を流出した
場合や油類が流れている現場を発見した場合
には、すぐに市または消防署へ連絡をしてく
ださい。

速 や か な 通 報
が、被害の拡大を
防ぎます。
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